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研究成果の概要（和文）：本研究は、現代アメリカにおける民主党と共和党が、支持基盤の変容にどのように対
応しているのかを選挙過程から分析するものであり、大統領選挙と連邦議会選挙の運動過程を検討した。民主党
側は、オバマ政権の誕生に触発されたマイノリティやリベラル系の活動家が穏健派と共存する形で連合を形成し
ていけるのか、また共和党側は、ティーパーティ運動に象徴される保守派の支持基盤を政党指導部と穏健派が包
摂できるのか、分極化時代における「政党ネットワーク」の形成過程と課題を実証的に明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study discusses the American Presidential and Senatorial elections, 
focusing on how the Democratic Party and the Republican Party reach out to their base votes when 
changing with current political dynamics.  To get a better picture of the political parties' 
coalition-building process in the age of ideological polarization, this study analyzes how the 
progressives built a coalition, such as with the moderates beyond the so-called “Obama coalition," 
on the Democratic side and how party establishments could embrace the conservative activists, such 
as Tea Partiers, on the Republican side. 
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１．研究開始当初の背景 
 アメリカの２大政党は, 支持基盤である選
挙民の種々の変容への対応を迫られている。
第１に, イデオロギー的な分極化による変容
である。人工妊娠中絶や同性婚など宗教的な
文化争点が, 保守とリベラルを分断する要素
として 2000 年代のブッシュ政権下で拡大し
たが, 医療保険改革に象徴されるオバマ政権
下の「大きな政府」路線はティーパーティ運
動など草の根保守運動を刺激した。他方でリ
ベラル系活動家は「ウォール街を占拠せよ」
運動で民主党の中道化を牽制し, 超党派路線
を阻害する左右の分極化が深まっている。第
２に, 人口動態の急激な変化である。南西部
を中心にヒスパニック系の増加率は著しく, 
共和党は伝統的な白人プロテスタント信徒
を基礎票とするだけでは, 安定多数を維持で
きない時代となりつつある。第３に, 技術的
な変容である。2008 年大統領選挙以降, ソー
シャルメディアが支持者の草の根の「オンラ
イン組織」を形成するツールとして本格的に
浸透している。これまで分極化に焦点を絞っ
た研究を進めてきたが, 政党が党内の支持基
盤の分断にどのように対応しているかにつ
いて, また分極化の間接的原因ともなってい
る人口動態, さらにソーシャルメディアなど
技術上の変容への政党の適応過程は, 実証す
べき研究課題として積み残されていた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は, 現代アメリカにおける民主党と
共和党が, 支持基盤の変容にどのように対応
しているのかを選挙過程から分析するもの
である。イデオロギー的分極化による変容, 
人口動態の変容, 政党と支持基盤を結ぶ技術
上の変容という３つのレベルの変容に焦点
を絞り, 大統領選挙と連邦議会選挙の運動過
程を検討した。民主党側は, オバマ政権の誕
生に触発されたマイノリティやリベラル系
の活動家が穏健派と共存する形で連合を形
成していけるのか, また共和党側は, ティー
パーティ運動に象徴される保守派の支持基
盤を政党指導部と穏健派が包摂できるのか, 
分極化時代における「政党ネットワーク」の
形成過程と課題を実証的に明らかにするこ
とを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究の計画は, 以下の 3 段階で行われた。
第 1 段階として, アメリカの政党と支持基盤
との関係を先行研究に基づいて明らかにし
た。第 2 段階として, 2014 年の中間選挙, 2016
年の大統領選挙に際して, 政党や候補者の陣
営がイデオロギー的分極化, 人口動態の変容, 
新技術の浸透にどのように対応しているか
のデータを現地調査で収集すると共に, 聞き
取り調査による非参与観察の質的調査を行
った。第 3 段階として, 収集データを先行研
究に照らして位置付け, 近年の選挙過程の事
例と比較検討することで, 民主党と共和党に

よる支持基盤連合の形成過程を明らかにす
ることを目指した。選挙運動分析においては, 
政党が有権者集団に手を伸ばして取り込み
を行うアウトリーチ戦略を観察することで, 
支持基盤との関係深化の過程の可視化を狙
った。 
 
４．研究成果 
（１）第１に, 両党の活動家の掘り起こしの
詳細を確認した。民主党側では民主党全国委
員会本部と連動したコミュニティオーガナ
イズ方式の組織形成を土台にしたアウトリ
ーチ戦略の拡大が見られたが, 共和党におい
てはインターネットを駆使した運動の活性
化が, 地方活動家のネットワーク形成の場を
創造し, 州政党組織のエリートの刷新も生じ
させた。全国党大会段階では, インターネッ
ト技術の浸透が, 主として民主党全国党大会
に新たな活動家の参加を促していることを
2012 年の党大会の再検証により確認した。従
来のメディアイベントとしての党大会とは
異なる, 政党と活動家を結ぶ, あるいは活動
家同士の相互の接触を加速する新たな「コミ
ュニケーション空間」の場としての全国党大
会の再生であり, そこではマイノリティの有
権者集団の選挙参加の意欲が刺激されてい
る。この点は 2016 年民主党大会でも継続調
査を行った。共和党では民主党と同じように
オンラインによる参加者を促し, 予備選挙段
階の成果である地方政党組織のエリートの
刷新の結果として党内に新たな活動家を包
摂している。政権運営段階では, 2009 年にオ
バマ陣営のスピンオフ組織として民主党全
国委員会本部内に誕生した活動家組織 OFA
を新たな「コミュニケーション空間」の事例
として検討した。 
（２）第２に, オバマ政権の総括の視点から, 
民主党が支持基盤の連合形成をめぐって抱
える本質的な問題の検討である。この問題が
2016 年大統領選挙において TPP をめぐる党
内分断を決定的にし、民主党敗北を誘発した
ことを明らかにした。例えば, 女性解放運動
が人工妊娠中絶の権利擁護というシングル
イシューに拘泥してきたことが、党内で貧困、
平和などに強い関心のあるカトリック信徒
との共闘を阻害する要因になってきたが、そ
のカトリックは人工妊娠中絶や避妊薬への
保険適用に反対し、オバマの医療保険改革の
足を引っ張った。また、同じく民主党の基礎
票であるアフリカ系が、牧師と教会を基盤に
した信仰心を持つ集団であることも、LGBT
との不和の原因であった。南部・中西部に多
い文化的保守の民主党支持者は、銃規制法案
に反対し、反移民感情ものぞかせる。また、
石油・石炭・自動車など化石燃料に関係する
産業が多くの労働者の雇用を安定させてき
た地域では、代替エネルギーには賛同をえら
れない。人口動態の変容によるマイノリティ
の多様化は、アファーマティブ・アクション
の存続論争や利益の配分をめぐる綱引きを、



不法移民をも巻き込んで深化させている。伝
統的なアメリカ黒人と自由移民のアフリカ
系との微妙な関係も新たな問題である。軍需
に雇用を支えてもらっている労働組合は、反
戦リベラル派とは戦争観が異なりハワイ州
の民主党にもその独特の性質が見られる。要
するに, 主として宗教、雇用、アイデンティ
ティをめぐる問題が、人権、環境保護、経済
格差解消など、リベラルな政策の実現を内部
的に阻害している。短期的な経済ポピュリズ
ムを超えて、これらに相互の接点を見つけて
共闘への道筋を示すことが、次世代のアメリ
カの民主党の指導者には求められよう。 
（３）第３に, 2016 年大統領選挙におけるト
ランプ旋風に象徴される共和党内の反主流
派の動力をめぐるアウトリーチ戦略の諸相
である。2016 年大統領選挙では「反不法移民」
が人種カードとして, また「反エリート」が
文化的階級カードとして反動的な記号的作
用をもたらした。2008 年のオバマ陣営は白人
人口が過半数のアイオワ州で勝利すること
で, 黒人候補の指名獲得は困難と諦めがちで
あった黒人層を鼓舞する間接的な黒人アウ
トリーチを行った。それと同じように, 反移
民などのカードは, 労働組合の組織力を必要
としない, 間接的な白人ブルーカラー層向け
アウトリーチとなっていた。また技術面では,
ソーシャルメディアの「空中戦」的な利用と, 
同じくソーシャルメディアを用いた「空中
戦」の「地上戦」化が顕在化した。集会参加
者がライブ感覚で実況し, 感想を動画や写真
と共に掲載するという現象により, 参加者自
体がメディアとなったが, 従来の戸別訪問で
の説得行為を部分的に代替する波及効果を
持ち得た。トランプ陣営, そしてサンダース
陣営もこの効果を重視した。他方, トランプ
への主流派と宗教右派の支持過程は共和党
の新たなアウトリーチのあり方を示唆した。
本選挙では党内のキリスト教保守, 主流派へ
のアウトリーチの必要性から, 副大統領候補
に両グループの信頼が篤いペンスを選抜し
た。最高裁判事要因を背景にキリスト教保守
派の票が同派の信頼が篤いペンス登用で活
性化した。 
 これらの成果にもかかわらず, いくつかの
課題も浮き彫りとなった。第１に, トランプ
やサンダース的な独立系の個性的な候補者
の支持層が大統領選挙にしか関心を持たな
い可能性による影響である。この問題はトラ
ンプ政権の支持基盤の安定にも関係する。第
2 に, 2016 年アメリカ大統領選挙では, 選挙
運動技術においてはヒラリー・クリントンが
資金, 組織, 新技術で量的には優勢でありな
がらも, これらの諸面で劣勢だったトランプ
に敗北した問題である。候補者要因と選挙技
術要因の関係性についてさらなる研究が求
められよう。 
 これらの知見は単著２冊を含む図書をは
じめとする以下の諸論文、学会発表で公表さ
れた。 
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